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公益社団法人 日本煙火協会 

令和４年度事業計画 
自  令和４年  １月 １日 

至  令和４年１２月３１日     

 

  令和４年度の事業計画策定に当たっては、公益法人としての使命を自覚し、新型コロナウイルスの状

況を踏まえ、定款に基づいた事業の推進を着実に図る。 

 

１．煙火の保安に関する教育、講習事業 

(1) 煙火消費保安教育講習会 

   煙火消費者に対する保安教育の一環として、全国各地区組織において開催する煙火消費保安手帳

講習会に対し、例年同様講習用資料の提供及び講師派遣等の支援を行うとともに、煙火消費保安

手帳交付等に関する規定に基づき、講習受講義務について点検を行う。  

(2) 火薬類（煙火）製造保安責任者の保安教育講習会 

煙火製造保安責任者に対して、省令に基づく講習受講義務に係る保安教育講習会を４月から５月  

の期間に、福岡、大阪、名古屋、東京、仙台の全国５ヶ所で開催する。  

(3) 認定講師（一号認定講師）保安講習会 

各地区組織からの推薦を基に、協会が認定した煙火消費保安教育講習講師を対象にした講習会を、

煙火製造保安責任者講習会の開催日程に合わせた全国５ヶ所と北海道で開催する。  

(4) 火薬類製造保安責任者受験準備講習会 

  乙種火薬類製造保安責任者試験の受験者を対象に、受験準備のための講習会を東京で開催する。 

(5) 保安・技術の研究のための研修会 

   会員後継者及び幹部社員を主な対象に、保安意識の高揚と製造・消費技術の研究を目的に、青年

部会の企画をもとに、東京において１１月中旬に研修会を開催する。  

(6) 青年部会総合セミナー 

    青年部会会員を対象にしたセミナーを３月下旬に岐阜県にて開催し、相互の連携、研鑽を深める

ことにより、後継者の育成と次代を担う青年従業者の保安意識の高揚と、煙火技術の向上を支援

し、文化、芸術の継承と発展に寄与する。  

 

２．煙火の安全性に関する検査、検定事業 

(1) がん具煙火の安全性に関する検査等 

 ・がん具煙火製造業者及び販売業者（輸入業者含む）に対して、国内に流通させるがん具煙火につ 

いて、協会検査規程に基づき継続して検査を実施する。 

・検査に合格したがん具煙火に対して規程に基づき各種マークの表示を継続的に義務づける。 

・輸入がん具煙火に関して、未確認の成分等が問題視されることがあるため、厳格に管理する。 

(2) 試買検査の実施 

がん具煙火の試買検査を実施し、流通市場における製品の安全性について確認を行うとともに、 

流通及び出荷時における品質の向上を図る。 

(3) がん具煙火安全管理委員会 

  がん具煙火の検査事業の実施状況や課題等に関して、学識経験者、有識者等に諮問するための委

員会を開催する。 
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３．煙火の安全性に関する調査、実験事業 

(1) 煙火安全性向上のための施策 

   ・煙火事故発生に際し事故内容の重大性を考慮し、必要に応じて現地調査の実施及び実験等を行う

ことにより、事故の原因を究明して再発防止に努める。 

   ・がん具煙火の消費事故について、消費者行政の変革に対応して事故情報の共有化、公開化と原因  

究明などの施策を進めるとともに、必要に応じ実験等を行う。 

  ・会員始め各機関等からの煙火の安全に関する調査・実験等の依頼について、協会の規程に基づき  

適時対応し、保安に関する情報交換を積極的に行う。 

  ・令和４年の煙火関連事故の発生状況を踏まえ、学識経験者及び有識者からなる事故調査委員会 

   を開催し、事故の分析を行うとともに再発防止対策を検討する。  

  ・煙火保安委員会を開催し、煙火製造事故データベースの運用等について検討を行い、将来的な 

事故防止に役立てる。  

  (2) 煙火に関する国際化対応 

・海上輸送時の国連規格危険物容器（ＵＮ段ボール）について、２月から４月の期間に（一財）日

本舶用品検定協会の法令に基づく性能試験を受験し検査証を取得することにより、煙火の健全な

流通と貿易に寄与する。 

  ・海上輸送における国連分類は、国連における各国提案が流動的であるため、各機関を通じ情報

を入手するとともに、必要に応じ調査及び実験等を行う。    

(3) 火薬類保安関連各機関への対応 

   煙火の安全性に関する各機関からの調査、実験等の依頼に対し、継続して協力するとともに、

保安に関する情報交換を積極的に行う。  

(4) 火薬類保安団体への参加・協力 

     （公社）全国火薬類保安協会及び各都道府県火薬類保安協会が主催する各種関連事業に参加・協

力し、協会の保安対策事業に反映させる。 

(5) 学術研究団体への協力 

  （一社）火薬学会の煙火に関する学術的な研究活動に対し、継続的に協力する。 

(6) 公的研究機関との共同研究 

  （国研）産業技術総合研究所との煙火に関する共同研究（各種実験を含む）を継続的に行い、協

会の保安対策事業に反映させる。 

 

４．煙火の保安及び文化、芸術に関する広報事業 

  (1) 煙火に関する安全啓発 

      がん具煙火の消費事故防止を目的に、消費者への安全消費啓発活動（マナーアップ運動含む）の

一環として、例年同様５月中旬にポスター・しおり等の配布を全国的に展開する。 

(2) おもちゃ花火教室の開催促進と支援 

 がん具煙火の消費安全と火災予防を目的に、全国消防機関が各地で主催している防火教室に対し、

ホームページ等を活用し、例年同様おもちゃ花火教室の開催促進及び教材等の支援を行う。 

(3) 記念日行事の開催 

 おもちゃ花火の日（８月７日）記念日登録に関連して、がん具煙火の文化継承とマナーアップを

目的に、一般参加型の花火スクール等の行事を、例年同様全国的に開催する。 

(4) マスメディアへの対応 

 花火の文化・芸術的価値の向上と公共の安全を図る目的で、主要なマスメディアに対し小冊子  

（花火入門）及び全国花火大会一覧の配布を行うとともに、花火関連の取材や記事監修等の依頼 

に対し、積極的に対応する。 
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(5) 全国花火競技大会等への後援 

   協会が認定した全国花火競技大会等からの協力依頼に対し、継続して後援、審査員の派遣等の協 

力を行う。 

(6) 協会ホームページ                                                 

   ホームページの内容充実を継続的に図るとともに、ホームページ上において公益社団法人の組織、

事業、財務等についての情報公開を継続して行い、各種安全啓発、煙火に関する各種情報を提供

することにより、公共の安全と国民の文化、芸術に寄与する。 

  (7) 花火フォトコンテスト 

      花火の文化・芸術性について、より広く理解を得ることを目的として、一般公募の花火フォトコ

ンテストを継続的に実施する。 

   

５．煙火に関する出版・販売事業 

  (1) テキスト等の出版・販売 

     煙火消費保安教育用テキスト等の出版・販売を継続して行う。 

  (2) 保安関連物品の販売 

     煙火消費現場で使用する各種標識等や煙火に関する書物等の販売を継続して行う。 

 

６．煙火に関する第三者損害賠償事業 

(1) 施設賠償責任保険 

     煙火類の製造中又は貯蔵中の事故に伴う第三者損害賠償を､保険により充当する。 

保険料は、煙火貯蔵量・危険工室数のデータ等、持点評価制度に基づき全会員に負担を願う。  

 (2) 煙火消費賠償責任保険 

煙火消費事故に伴う第三者損害賠償を､保険により充当する。 

煙火を消費又は輸入する会員に対し、保険制度の意義等の周知を図って理解を得る。 

 (3) がん具煙火賠償責任保険 

検査に合格したがん具煙火の製品事故に伴う第三者損害賠償を、保険により充当する。  

保険料は、がん具煙火登録会員全員に対し、保険分担金に基づき負担を願う。  

 (4) 事故防止指導金制度の実施 

  事故防止に資することを目的として、事故の発生頻度等を考慮し、事故防止指導金の徴収を事故

発生当事者に対して行う。 

 

７．その他  

検査所における燃焼試験場用備品倉庫の更新を行う。  

諸費用については、合計約１６０万円を見込む。 

その他、検査所及び事務局が各事業を行うための施設、機器、備品等の老朽化に伴う修理、更新

については、事業活動における必要性と優先度を考慮して行う。 

 



（単位：円）
令和4年度 公益事業 管　　理 内部取引 令和3年度 増　減

科　目 予　算 事業費合計 法人会計 消　去 予　算
Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部
（１）経常収益

①特定資産運用益
特定資産利息 10,000 10,000 0 15,000 △ 5,000

②入会金
入会金 200,000 100,000 100,000 200,000 0
登録料 0 0 0 0 0

③受取会費
正会員会費 31,600,000 15,800,000 15,800,000 32,000,000 △ 400,000
賛助会員会費 1,300,000 650,000 650,000 1,300,000 0
その他会費 1,350,000 675,000 675,000 1,350,000 0

④事業収益
手帳制度事業収益 15,000,000 15,000,000 0 15,000,000 0
保安・教育講習事業収益 4,400,000 4,400,000 0 4,400,000 0
安全検査制度事業収益 16,000,000 16,000,000 0 16,000,000 0
マーク交付事業収益 7,500,000 7,500,000 0 7,500,000 0
調査・実験事業収益 2,200,000 2,200,000 0 2,200,000 0
出版・販売事業収益 300,000 300,000 0 400,000 △ 100,000
第三者賠償保険事業収益 42,000,000 42,000,000 0 38,300,000 3,700,000
受託事業収益 0 0 0 0 0

⑤受取負担金
がん具安全指導事業 300,000 300,000 0 600,000 △ 300,000
事故防止指導事業 300,000 300,000 0 0 300,000
検査制度維持分担金 24,700,000 24,700,000 0 24,700,000 0

⑥雑収益
雑収益 2,310,000 0 2,310,000 2,700,000 △ 390,000

Ａ　経常収益計 149,470,000 129,935,000 19,535,000 146,665,000 2,805,000
（２）経常費用

役員報酬 7,080,000 4,701,120 2,378,880 7,080,000 0
給料手当 51,100,000 46,731,900 4,368,100 50,000,000 1,100,000
臨時雇賃金 2,600,000 2,600,000 0 2,600,000 0
役員退職慰労引当金繰入額 690,000 458,160 231,840 690,000 0
退職給付費用 420,000 395,000 25,000 290,000 130,000
法定福利費 10,200,000 8,902,200 1,297,800 9,800,000 400,000
福利厚生費 600,000 522,750 77,250 805,000 △ 205,000
退職共済掛金 2,440,000 2,131,000 309,000 2,438,000 2,000
実験費 100,000 100,000 0 100,000 0
試買費 400,000 400,000 0 400,000 0
旅費交通費 2,300,000 1,836,500 463,500 2,300,000 0
通信・運搬費 2,000,000 1,613,750 386,250 1,950,000 50,000
消耗什器備品費 250,000 219,100 30,900 250,000 0
消耗品費 2,150,000 1,717,400 432,600 2,150,000 0
図書費 30,000 8,560 21,440 30,000 0
修繕費 2,000,000 1,876,400 123,600 3,200,000 △ 1,200,000
マーク交付費 2,500,000 2,500,000 0 2,850,000 △ 350,000
事務機器賃借料 4,000,000 3,877,150 122,850 3,450,000 550,000
機器賃借料 800,000 800,000 0 910,000 △ 110,000
廃棄物処理費 360,000 360,000 0 350,000 10,000
顧問諸謝金 3,250,000 0 3,250,000 2,790,000 460,000
印刷製本費 220,000 206,140 13,860 650,000 △ 430,000
光熱水料費 1,250,000 1,221,650 28,350 1,250,000 0
賃借料 5,170,000 4,773,030 396,970 5,170,000 0
保安対策・広報費 9,000,000 9,000,000 0 9,000,000 0
保安技術調査研究費 500,000 500,000 0 500,000 0
研修・受験講習会費 4,700,000 4,700,000 0 4,700,000 0
委員会費 3,000,000 2,472,000 528,000 3,000,000 0
保険料 1,570,000 0 1,570,000 1,480,000 90,000
諸安全・広報用品費 200,000 200,000 0 800,000 △ 600,000
第三者賠償保険費 28,250,000 28,250,000 0 28,240,000 10,000
総会費 1,470,000 0 1,470,000 1,470,000 0
理事会費 3,040,000 0 3,040,000 3,040,000 0
渉外費 160,000 132,190 27,810 160,000 0
慶弔費 100,000 0 100,000 300,000 △ 200,000
支払手数料 930,000 560,000 370,000 930,000 0
租税公課 2,460,000 2,151,000 309,000 2,367,860 92,140
減価償却費 4,000,000 3,975,280 24,720 3,910,000 90,000
負担金 670,000 496,000 174,000 670,000 0
青年部活動費 2,200,000 2,200,000 0 2,200,000 0
受託事業費 0 0 0 0 0
委託費 0 0 0 0 0
借地賃借料 70,000 0 70,000 70,000 0
雑費 310,000 291,460 18,540 130,000 180,000
期首棚卸高 1,838,618 1,838,618 0 1,838,618 0
期末棚卸高 △ 1,838,618 △ 1,838,618 0 △ 1,838,618 0

Ｂ　経常費用計 164,540,000 142,879,740 21,660,260 164,470,860 69,140
当期経常増減額（Ａ－Ｂ） △ 15,070,000 △ 12,944,740 △ 2,125,260 △ 17,805,860 2,735,860

２．経常外増減の部
（１）経常外収益 0 0 0 0 0

Ｃ　経常外収益計 0 0 0 0 0
（２）経常外費用

①固定資産除却損 0 0 0 0 0
Ｄ　経常外費用計 0 0 0 0 0

当期経常外増減額（Ｃ－Ｄ） 0 0 0 0 0
他会計振替額 0 0 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 15,070,000 △ 12,944,740 △ 2,125,260 △ 17,805,860 2,735,860
一般正味財産期首残高 237,986,284 164,339,893 73,646,391 237,986,284 0
一般正味財産期末残高 222,916,284 151,395,153 71,521,131 220,180,424 2,735,860

Ⅱ　指定正味財産増減の部
①受取負担金 0 0 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 222,916,284 151,395,153 71,521,131 220,180,424 2,735,860

令和４年度　予算書
（事業別正味財産増減計算書内訳表）

(令和4年1月1日～令和4年12月31日)


